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まえがき 

このマニュアルは、現在のインターナショナル・メジャラーのための参考になるガイドとして、世界

中の計測 / 検査での一貫性に貢献する目的で計画された。このマニュアルは、インターナショナル・

メジャラーになる目的で、知識と経験を積み重ねているメジャラーに役立つ道具としても用いられる

とよい。このマニュアルの一部は、ISAF インターナショナル・メジャラー・セミナー用の教科書と

して用いられる。 

我々のスポーツは、絶えず変化し、進化しているので、このようなマニュアルは、常に更新される必

要のある生きた文書でなければならない。したがって、改善するための投稿は常に歓迎し、更新が行

われると ISAF ウェブサイトに掲示される。インターナショナル・メジャラー・マニュアルの内容と

最新のものに保つ責任は、ISAF インターナショナル・メジャラー小委員会（IMSC）にある。 

このマニュアルの発祥は、IYRU 元チーフ・メジャラーTony Watts により作成された IYRU 計測マニ

ュアル 1986 まで遡ることができる。2004 年に Jean Pierre Marmier、インターナショナル・メジャラ

ー（ソリングと RC44）が IYRU 計測マニュアルの大更新を作成し、IMSC により 2007 年 5 月に仕上

げられ、その後 ISAF インターナショナル・メジャラー・マニュアルとして初めて公表された。2012
年版と 2013 年版は、クラスの計測 / 検査のあらゆる面を網羅し、ISAF セール計測ガイドからの関連

部分と競技役員共通の部を含む新材料で強化し、更新した。 

長年にわたり、次の人達がこのマニュアルを作り上げるにあたって、さまざまな方法で貢献した。 

Simon Forbe, ISAF テクニカル・オフィサー 
Paul Handley, 元 ISAF テクニカル・オフィサー 
Sebastian Edmonds, 元 ISAF テクニカル・オフィサー、IM（RS:X） 
 
Antonio Cardona, IM (STAR, DRAGON) 
Dimitris  Dimou, IM (FINN, 420, 470) 
Alex  Finsterbusch, IM (420) 
John Goldsmith, Former  IM (TORNADO, A-CAT) 
Peter Hinrichsen, IM (FD, FINN) 
Barry Johnson, IM (420,  29er,  49er) 
Ken Kershaw, IM (12M) 
John Koopman, IM (STAR) 
Paolo  Luciani, IM (OPTIMIST, RC44) 
Niki Nocke, IM (EUROPE) 
Guy-Roland Perrin, IM (6M &  8M) 
Edward T. Polidor, Former IM (SOLING) 
Jun Saraskin, IM (FINN) 
David  Sprague,  IM (LIGHTNING) 
Andrew Williams, IM (FARR 40) 
Richard  Hart, ( EQSC元メンバー) 
Dina Kowalyshyn, ( EQSC 元メンバー) 
Cliff Norbury,  ISAF セーリング委員会元委員長 
Nicola Sironi,  ORC チーフ・メジャラー 
ERS ワーキング・グループ  2001-2004 (Jim Hartvig Andersen, グループ長) 
イン・ハウス証明ワーキング・グループ 2001-2004 (Bengt Gustafsson, グループ長) 
 
全員に深く感謝する。 
 
Dimitris Dimou 
小委員長 
ISAF インターナショナル・メジャラー小委員会 
2013 年 2 月 
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